
もともと子どもが

好きだったんです

が、そこでとても

よい経験ができた

ので、保育園で働

くことを希望して

いました」と語る

大槻さん。

仕事は、オムツ、

タオル、おしぼり

などを洗濯機で洗

い 、 そ れ を 干 し 、

取り込み、たたむ

ところまでを大槻

さんがほぼひとり

で こ な し て い ま

す。大きな洗濯物

を処理するときに

は他の職員の方々に手伝ってもらっているそうです。

「洗濯は天気にも左右されますから、雨が降った次の日

はとても大変ですね。４台ある洗濯機は一日中回りっ

ぱなしです。でも、だれかが助けてくれるという甘え

はありません。僕がやらないと次には進みませんから。

ひとりでやっ

てこそ自分の

仕事だと考え

ています」と

のこと。左腕

にも障害があり、右手だけの作業で苦労することも多

いそうですが、強い使命感を持って勤務しています。

園児たちの反応については「最初はいたずらをされ

たこともありました。洗濯室の外から鍵をかけられて、

出られなくなってしまったこともありました（笑）。し

かし、今では特別なことはなく、ごく当たり前のよう

に接しています」と大槻さん。

下村理事長も「障害者が、ごく普通にみんなと一緒

にいることは当然のことであり、また必要なことなの

です。保育の場においても、そういった環境をつくる

ことは子どもたちにとって大切ではないかと思いま

す」。

保育の場に障害者がいることが、
子どもたちには
よい影響となっています。

2 0 0 1年４月開園の大津あいあい保育園は、太陽光を

利用したO Mソーラーシステムの設置や太陽光発電所、

地域との交流、園庭に四季折々の植物を植えるなど、

開園以来、子どもたちの豊かで健やかな育ちの場を提

供することに、熱心に取り組んでいます。

下村理事長は「障害者が働いている保育園は、全国

でも非常に少ないのが現状です。それは、仕事の性質

上、障害者の就業に困難を伴うことが多いからですが、

当保育園では障害者の雇用のため洗濯室の設置を考え

ました。園児のオムツは使い捨てではなく、布を使っ

ています。普通であれば保護者が持ち帰って洗濯をす

るのでしょうが、ここでは応分の洗濯料金をいただき、

園内で洗濯をしています。また、一日中汚れたオムツ

を放置しておくのは不衛生です。保育環境は健康で衛

生的でなければなりません。洗濯室を設置したことで、

これらすべての問題を解決することができました」。

「大槻先生はとても責任感が強く、まじめに取り組ん

でいます。普通であれば、積み上げられた洗濯物を見

たらうんざりしてしまうところですが、すべてを自分

の力でやり遂げようとがんばっています」とのこと。

「大槻先生がたたんだ洗濯物はとても丁寧で、他の職

員にも非常に評判がいいですね。園児が気持ちよく使

ってほしいという思いを込めてたたんでいるそうで

す」。また、大槻さんが洗濯したおしぼりをたたむとき

に、年長の園児たちが当番を決めて手伝うこともある

そうです。

忙しい日々を送っており、日常的に職員や園児たち

と触れ合う場面は少ないとのことですが、大槻さんの

仕事ぶりは確実に他の職員の方々にも伝わっているよ

うです。

大槻さんは、在学していた盲学校からハローワーク

を通じて大津あいあい保育園に就職しました。「盲学校

在学中に、ある保育園に実習に行く機会がありました。
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2

生後1 0か月のときに転倒して頭を打ったことが原因で
視覚障害・肢体不自由に。
2001年、大津あいあい保育園に就職。洗濯業務を担当。

大槻 雄也（おおつき ゆうや）さん

1982年生まれ　21歳。
障害は視覚障害（1級）・肢体不自由。

P   R   O   F   I   L   E

●児童福祉事業／洗濯業務

2004年2月現在、大津あいあい保育園が雇用している障害者は視覚障害（1級）・肢体不自由者1人。

大津あいあい保育園
（滋賀県大津市鳥居川町16-20）

丁寧で思いやりのある仕事ぶりは他の職員にも好評

希望した保育園に就職し働く喜びを実感

当保育園は、夜の7時まで開園しています。視覚障害を持つ大槻

先生は、昼間の明るいときには右目で多少の光を感じることができ、

目の前のものが影のように見えるそうです。しかし、夜になるとま

わりが暗くなってしまうのでまったく見えない状態になり、とても

不安を感じるそうです。ですから、勤務時間には配慮しています。

冬場の日が短いときは、午後4時半には退勤させています。最寄り

駅まではひとりで歩いて行くのですが、やはり夜になると反対側か

ら来る方も大槻先生に近づくまでわからないときがあり、とても危

険です。勤務終了後に洗濯物が出ることもあり、残った洗濯物のこ

とをとても心配しています。そんなときは、気にしなくていいよと

声をかけるようにしています。

★ Just the point  ★

社会福祉法人 唐橋福祉会 理事長

下村 勉（しもむら つとむ）さん

勤務時間には気を配り、
冬場は早く
帰宅してもらっています。

園児たちがおしぼりをたたむお手伝い。
この交流が、子どもたちの心にノーマ
ライゼーションの考え方を育むことで
しょう。
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